
 

内部被ばくに関するシンポジ

ウムのご報告 

平成２５年７月２７日に広島平和

記念資料館にて、広島弁護士会主

催のシンポジウム「内部被ばくと人

権－内部被ばくによる健康被害の

防止を考える－」が開催されまし

た。このシンポジウムは、今年の１０

月に広島市で開催される第５６回人

権擁護大会のプレシンポジウムとし

て、内部被ばく問題への理解を深め

るために実施されたものです。 

    

第１部は、基調講演が二つ行わ

れました。広島市立大広島平和研

究所講師の高橋博子氏からは広

島・長崎の原爆投下後、アメリカが

放射線の健康被害の存在を隠蔽し

てきた歴史的過程が語られました。

また、原爆症認定集団訴訟全国弁

護団の事務局長である宮原哲朗弁

護士からは裁判所に内部被ばくの

存在を認めさせ、国の基準を変えて

いった原爆症認定訴訟の闘いの歴

史について講義いただきました。 

第２部では、ロシア語医療通訳とし

てチェルノブイリの現地事情に詳しい

山田英雄氏と、福島で原発事故対策・

被災者支援に取り組んでおられる湯

坐聖史弁護士がパネリストとして加わ

り、当事務所の定者吉人弁護士をコ

ーディネーターとしたパネルディスカッ

ションを行いました。山田氏からは医

療支援を求めるチェルノブイリの現状

について、湯坐弁護士からは、実際に

線量計を使って測定した福島の現状

についてそれぞれ報告が行われまし

た。昨年６月、福島第一原発事故の

被災者に対する施策を推進するた

め、「原発事故子ども・被災者支援法」

が成立しました。しかし、国は未だに、

同法に基づいた支援を行うために必

要な基本方針を定めていません。原

爆症認定訴訟がそうであったように、

国や世間を動かすためには地道な運

動の積み重ねが必要である、という宮

原弁護士の訴えと共に、盛況の下シ

ンポジウムは終了しました。  

 ８月６日、広島は原爆投下から６８年

目を迎えます。今一度、私達もこの広

島の地から、放射線被害のない世界

を作るためにはどうすればよいか、共

に考えてみませんか。 （工藤ゆかり） 

    

事務所からのお知らせ 
～みらいブログを開始～ 
７月２２日から当事務所のホー

ムページで、みらいブログを始めま
した！イベント報告、最近の裁判例
や法令の紹介、弁 
護士や事務所の日 
常など、お届けす 
る予定です。是非、 
ご欄下さい。  
==================== 

平成２５年８月の 

無料相談会等のご案内 

●「生活保護基準引き下げにＮＯ！ 

全国一斉ホットライン」 
８月６日(火)､７日(水)１０時～２０時 ／
相談専用 TEL：0120-193518(フリーダ
イヤル) ※電話による無料相談 

●「送り付け商法被害の相談会」 
８月９日（金）、１０日（土） 各１０時～
１６時／場所：広島弁護士会館３階／
相談専用 TEL: 082-502-4166 
※面談又は電話による無料相談 

●シンポジウム「格差社会の克服 

～正規と非正規の垣根を越えて～」 
８月２４日（土）１３時３０分～１６時 
場所：広島県立広島産業会館／入場
無料・予約不要／講演「広島電鉄にお
ける非正規社員の正社員化について」
他／主催＆問合せ先：広島弁護士会 
TEL：082-228-0230 

●シンポジウム「中国脅威論と憲法

改正問題～憲法９条で日本は守れ

るのか～」 
８月３１日（土）１３時３０分～１７時 
場所：広島ＹＭＣＡ国際文化ホール／
入場無料・予約不要／主催＆問合せ
先：広島弁護士会 TEL：082-228-0230 
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所属弁護士：二國則昭、定者吉人、見之越常治、 

半澤茜、深田健介、工藤ゆかり 

所属弁護士：成廣貴子、佐藤邦男 

 

所属弁護士：丸亀日出和 

 

すっかり梅雨も明け、夏本番になりました。さて、本文にもありますが、広島弁護士会では様々なテー

マでシンポジウムを開催しています（８月も２回開催予定）。毎回夏の暑さにも負けない熱い討論が繰

り広げられます。読者の皆様もぜひ一度ご参加いただければと思います。 弁護士Ｆ 
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